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仙台市介護保険審議会 議事録 

（第9期計画期間 第1回会議） 

 

                       日 時：令和6年8月28日（水）14:30～15：30 

                       場 所：仙台市役所本庁舎8階 第1委員会室 

 

 

○出席者 

石附 敬委員・大内 修道委員・折腹 実己子委員・鹿野 英生委員・神山 順子委員・ 

久米 大介委員・栗山 進一委員・駒井 伸也委員・佐々木 心委員・佐藤 清巳委員・ 

菅原 富士子委員・鈴木 徳子委員・高橋 順子委員・鶴田 弥生委員・土井 勝幸委員・ 

渡邉 純一委員 

（16名，五十音順） 

○欠席者 

狩野 クラ子委員・草刈 拓委員・田口 美之委員・橋本 治子委員 

（4名，五十音順） 

 

【事務局】 

郷湖健康福祉局長・伊藤保険高齢部長・庄子保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長・ 

小笠原高齢企画課長・浅野地域包括ケア推進課認知症対策担当課長・松田介護保険課長・ 

大友介護事業支援課長・本間高齢企画課企画係長・青栁高齢企画課在宅支援係長・ 

松本地域包括ケア推進課推進係長・岡崎介護保険課管理係長・齋藤介護保険課介護保険係長・ 

植木介護保険課介護人材確保室長・礒田介護事業支援課施設指導係長・ 

及川介護事業支援課居宅サービス指導係長・千葉介護事業支援課ケアマネジメント指導係長 

 

【会議内容】 

1．開会 

 

2．健康福祉局長あいさつ 

 

3．委員紹介 

  事務局から各委員を紹介 

 

4．市関係職員紹介 

  事務局から課長以上の職員を紹介 
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5．議事 

(1) 会長及び副会長の選出 

  暫定で事務局が進行。仙台市介護保険条例施行規則第20条第１項の規定に基づき委員の互選に

より選出。 

  土井委員から，会長に栗山委員，副会長に石附委員を推薦する旨の発言があり，全会一致で決

定。 

 

  （会長及び副会長あいさつ） 

 

  （以下，栗山会長による議事進行） 

 

(2) 仙台市介護保険審議会の概要について 

  介護保険課長から説明（資料１，参考資料１～３） 

 

  ＜質問事項なし＞ 

 

(3) 地域密着型サービス運営委員会及び地域包括支援センター運営委員会委員の指定 

  会長から地域密着型サービス運営委員会及び地域包括支援センター運営委員会の委員を指定。 

 

  ＜質問事項なし＞ 

 

(4) 仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の概要について 

  介護保険課長から説明（資料２，参考資料４～６） 

 

＜質問事項＞ 

○高橋委員 

   資料2の9ページの主なサービスの種類ごとの見込量について，概ね年々増加しているが短期入

所生活介護だけが減少しているのは何故か。 

 

○介護保険課管理係長 

   短期入所生活介護については，認定者数の推計に加えて，事業者数の推計なども踏まえ総合的

に推計を行っている。そのため，令和8年度においては減少する見込みとなっている。 

 

○折腹委員 

   参考資料4の24ページ，（2）の（ウ）「介護サービスの質の向上を図るための介護事業者連絡会

の立ち上げ支援」について，「連絡会等の開催に向けて協議を行っている」とあるが，協議の状況

について問う。 

 

○介護事業支援課居宅サービス指導係長 

   まず令和5年度について，当連絡会に連絡を取ったが，新型コロナウイルス感染症の影響で施設
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の職員が集まることが難しく，実施を見送ったと聞いている。今年度も連絡会とはやりとりをす

る予定で考えており，そこで改めて新型コロナウイルス感染症の影響を確認するが，開催に向け

て支援できることがあれば支援を図っていきたいと考えている。 

 

○折腹委員 

介護サービスを担っている様々な事業者の方々，施設等を運営している方々との連絡会という

イメージでよいか。 

 

○介護事業支援課居宅サービス指導係長 

当連絡会はサービスごとの事業所の職員が集まり，それぞれの事業所で抱えている課題や，地

域の特性，共通の課題等を協議しながら質の向上を図っていくというものになる。 

 

○折腹委員 

立ち上げ支援をしっかり行い，利用者に対するサービスの質を担保していただきたい。 

 

(4) 介護保険の実施状況について 

  介護保険課長から説明（資料３） 

 

＜質問事項＞ 

○栗山会長 

   資料3の2ページ，「①被保険者別の推移」について，出現率が年々，少しではあるが増加してい

る。介護サービスを受ける手前の段階で止められれば理想的で，そのために介護予防の取り組み

を実施しているところだが，どのような状況となっているか。 

 

○介護保険課長 

   年齢構成も関係していると思われる。団塊の世代が今回の第9期計画期間で75歳に到達するが，

年齢が高い方の割合が多いほど認定を受ける方の割合も多くなり，出現率が高くなる。将来的に

団塊ジュニアの世代が高齢者になると出現率の動きも変わってくるだろうと考える。本市として

は引き続き，介護予防の取り組みを進めてまいりたい。 

 

6．報告 

(1) 地域密着型サービス運営委員会（第8期第11回から第12回会議及び第9期第1回会議）について 

(2) 地域包括支援センター運営委員会（第8期第10回から第11回会議及び第9期第1回会議）について 

介護事業支援課長，保険高齢部参事兼地域包括ケア推進課長から説明（資料４，５） 

 

  ＜質問事項なし＞ 

 

7．その他 

(1) 第8期（令和3～令和5年度）の審議経過 

介護保険課長から説明（資料６） 
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○栗山会長 

   現在，非常に強烈な台風が近づいている。水害対策では，避難先の確認，可能な範囲での備蓄，

この2点が重要となる。こういった災害時は，やはり高齢の方，障害のある方は大変な苦労をされ

る。いざとなったらそういった方々を支援できるよう，委員の皆様には是非，余裕をもって災害

への備えをしていただければと思っている。 

 

8．閉会 

 

 

 


